
p
t
ハ人’
b
1
．
ハ
バ
付
久
れ
γ
広
冷
opm－呪
hb

「
I
I
J

てノ
ウ
ベ
ノγj」

〔

1L存
A
h

弘
め
か
紘
ら
も

タ
イ
農
村
社
会
研
究
の
動
向
と
展
望
（

、T
L
Oペ〆

は
じ
め
に

現
在
の
タ
イ
国
に
お
け
る
農
村
研
究
の
状
況
お
よ
び
と
る
べ
き
方

向
の
議
論
に
際
し
て
は
、
一
九
七

0
年
代
の
主
要
な
社
会
的
政
治
的

諸
事
件
の
背
景
や
、
外
国
へ
の
従
属
を
強
め
る
成
長
、
「
発
展
な
き

近
代
化
L

を
特
徴
と
す
る
誤
ま
っ
た
開
発
が
露
呈
し
た
諸
徴
候
な
ど

を
ま
ず
念
頭
に
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

様
々
な
事
件
や
徴
候
そ
の
も
の
に
よ
っ
て
、
明
敏
な
社
会
科
学
者

た
ち
ゃ
心
あ
る
観
察
者
た
ち
は
、
現
実
と
知
識
と
の
矧
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
ギ
ヤ
ソ
プ
を
深
〈
’
U
覚
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
い
か
な
る

専
門
分
野
も
、
体
系
的
知
識
を
与
え
、
社
会
変
動
の
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス

を
理
解
し
、
理
想
的
に
は
将
来
の
事
象
を
予
言
す
る
力
を
も
つ
に
は

ま
だ
不
十
分
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

予
備
作
業
的
な
本
稿
の
目
的
は
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
一
九
七

O

年
か
ら
一
九
－
八
四
年
ま
で
の
タ
イ
農
村
研
究
の
状
況
を
慨
慨
す
る
こ

九
七
0
1
八
凶
）

ス
リ
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ガ
ェ

l
オ

と
で
あ
る
。
筆
者
は
ま
ず
、
タ
イ
農
村
の
社
会
と
文
化
に
関
す
る
既

存
の
著
書
・
論
文
・
調
査
報
告
を
慨
観
し
よ
う
と
思
う
。
第
二
は

問
題
関
心
の
焦
点
の
変
遷
に
つ
い
て
論
七
、
現
代
の
歴
史
的
脈
絡
と

か
か
わ
ら
せ
て
、
調
交
と
将
来
の
方
向
あ
る
い
は
挑
戦
的
課
題
と
の

間
に
あ
る
ギ
ヤ
ソ
ブ
を
硲
認
す
る
こ
と
で
あ
る
。

総
計
二
八
五
占
…
の
文
献
を
検
討
し
て
み
た
が
‘
う
ち
一
五
点
は
日

本
語
、
五

O
点
は
英
語
、
二
二

O
点
は
タ
イ
詩
文
献
で
あ
る
。

O
タ
イ
農
村
研
究
の
九
万
野
別
文
献
表

七六五凹三二一

概
念
と
ア
プ
ロ
ー
チ

社
会
と
文
化
一
一
般

社
会
と
文
化
一
地
域
、
民
衆

社
会
構
造
、
階
級
附
造

家
族
、
教
育
、
女
性

価
値
、
世
界
観
、
宗
教

終
刊
の
政
治
経
前
、
科
学

少
数
部
族

凹三一一三一一
一五六凹八八七

技
術
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八

、

農

村

組

織

九

、

都

市

l
良
村
関
係
、
移
住

一
O
、
紛
争
、
外
国
の
農
業
関
連
産
業

一
一
、
農
村
の
諸
問
題
一
土
地
、
健
康

一
二
、
社
会
政
策
、
文
化
政
策

二
二
、
開
発
、
技
術
革
新

：l
 

i
z圭
ロ

八三一二一一一
五 0 一五五一附

・
山
川
出

問
題
関
心
の
変
化
と
そ
の
動
向

農
村
の
社
会
情
造
と
文
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

発
端
と
な
っ
た
の
は
ル
｜
ス
・
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
の
「
タ
イ
的
制
人

－3
）
 

主
義
L

と
い
う
命
題
お
よ
び
ジ
ョ
ン
・

F
－
エ
ン
ブ
リ
！
の
「
ル
｜

ス
に
時
間
造
化
さ
れ
た
社
会
シ
ス
テ
ム
L

と
い
う
命
題
で
あ
っ
た
。
二

人
の
問
に
は
い
く
つ
か
の
力
点
の
置
き
万
の
ち
が
い
は
あ
る
が
、
と

も
に
、
タ
イ
的
問
人
主
義
な
ら
び
に
規
律
あ
る
行
動
の
欠
如
を
主
命

題
と
す
る
点
は
共
通
し
て
い
る
。
こ
の
命
題
は
、
の
ち
コ
｜
ネ
ル
犬

学
調
査
団
に
よ
る
パ
ン
チ
ャ
ン
村
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
先
に
お
い
て

さ
ら
に
追
求
さ
れ
、
彼
ら
の
実
証
に
よ
っ
て
一
層
洗
練
き
れ
た
が
、

そ
こ
で
は
特
定
の
社
会
的
行
動
の
パ
タ
ー
ン
を
決
定
す
る
宗
教
的
信

仰
の
役
割
が
強
調
さ
れ
た
の

こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
外
聞
人
数
人
と
タ
イ
人
一
人
的
参
加
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
検
討
さ
れ
、
部
分
的
に
は
異
義
を
と
主
え
ら

れ
た
。
そ
の
内
容
は

H
・
P
－
エ
ヴ
ア
｜
ス
制
で
出
版
き
れ
て
い
る

（出・ロ・何
4
m
g
H
U
S
）
。
唯
一
の
タ
イ
人
（
誌
上
）
参
加
者
故
プ
ン
サ

ノ
l
ン
に
よ
れ
ば
、
た
と
え
人
間
関
係
が
、
横
に
は
、
つ
ま
り
対
人

関
係
と
し
て
は
比
較
的
「
ル
｜
ス
」
に
見
え
よ
う
と
も
、
縦
の
人
間

関
係
、
つ
ま
り
上
位
者
｜
下
位
者
問
、
官
僚
｜
農
民
間
の
聞
係
と
し

て
は
き
わ
め
て
悶
定
的
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
「
タ
イ
ト
L

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
制
度
・
附
造
レ
ベ
ル
で
の
分
析
に
問

L
て
い
え
ば
、
「
ル

｜
ス
」
と
い
っ
た
こ
と
は
皆
無
で
あ
る
。
ブ
ン
サ
ノ
｜
ン
以
外
に
も
、

タ
イ
社
会
の
パ
タ
ー
ン
の
開
解
が
印
象
的
で
不
十
分
で
あ
り
、
ブ
ン

ク
ン
（
思
）
と
い
う
規
範
さ
え
検
出
し
て
い
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、

こ
の
パ
ラ
タ
イ
ム
に
異
義
を
と
な
え
た
タ
イ
入
学
者
た
ち
が
い
る
。

興
味
深
い
こ
と
に
は
、
「
タ
イ
ト
」
な
情
造
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
た

日
本
的
社
会
科
学
者
た
ち
は
、
タ
イ
の
社
会
現
象
の
説
明
に
こ
の
パ

ラ
ダ
イ
ム
を
使
川
す
る
こ
と
を
誹
も
車
悦
し
た
こ
と
は
な
い
。
そ
れ

と
は
ち
が
う
説
明
方
法
を
展
開
し
た
放
水
則
市
一
の
よ
う
な
学
者
た

ち
か
、
そ
、
7
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
概
念
が
非
肢
史
的
で
あ
る
点
や
タ

イ
農
村
の
状
況
の
一
般
的
傾
向
を
代
表
し
て
い
な
い
点
を
指
摘
し
、

強
〈
批
判
し
た
学
者
た
ち
が
い
る
。

一
九
七
九
年
に
京
都
で
間
川
服
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
東
南

ア
ジ
ア
と
日
本
に
お
け
る
米
作
股
村
の
比
較
研
究
L

に
お
い
て
は
、

「
ル
｜
ス
L

｜
「
タ
イ
ト
し
の
二
分
法
は
呉
文
化
問
の
比
較
研
究
に
と

っ
て
は
せ
い
ぜ
い
出
発
点
に
ナ
き
ず
、
む
し
ろ
不
十
分
だ
と
み
な
き

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
経
情
的
・
限
史
的
・
社
会
文
化
的
と
い
う
三
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つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
方
が
も
っ
と
布
望
な
こ
と
が
示
唆
き
れ
て
い
る

（
口
羽
一
九
七
九
年
）
。

ア
キ
ン
・
ラ
ピ
パ
ッ
ト
は
「
ル

l
ス
な
問
造
し
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の

不
適
切
さ
に
満
足
せ
ず
、
自
ら
の
初
則
の
社
会

Mm史
的
な
、
そ
し
て

後
期
の
農
村
開
発
に
関
す
る
研
究
に
も
と
ず
い
て
、
そ
れ
に
代
わ
る

寸
パ
ト
ロ
ン
｜
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
L

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
提
附
し
た
。
こ
の

慨
念
は
実
証
的
に
ひ
ろ
く
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
少
く
と
も
ミ

ク
ロ
的
社
会
政
治
分
析
や
親
族
休
系
分
析
な
ど
に
際
し
て
は
若
干
の

洗
練
を
と
も
な
っ
た
上
で
受
容
き
れ
て
い
る
。
し
か
し
マ
ク
ロ
的
社

会
現
象
へ
の
適
則
に
つ
い
て
は
、
提

m者
の
ア
キ
ン
を
含
め
て
多
く

の
学
者
た
ち
が
権
力
・
階
級
情
造
の
分
析
に
よ
っ
て
納
足
す
る
必
要

が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

な
お
、
つ
い
最
近
あ
ら
わ
れ
た
パ
ラ
タ
イ
ム
で
あ
る
「
モ
ラ
ル
・

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
対
「
ポ
リ
テ
イ
カ
ル
・
エ
コ
ノ
＝
、

1
」
の
論
争
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
興
味
深
い
重
要
な
関
連
論
文
が
山
て
い
る

（
チ
ャ
ラ
｜
ト
チ
ャ

l
イ
一
九
八
三
年
）
。

2

タ
イ
農
村
の
イ
メ
ー
ジ

そ
の
社
会
情
造
と
階
層
分
化

タ
イ
が
単
一
の
均
質
的
な
社
会
だ
と
い
う
考
え
は
放
棄
さ
れ
、
む

し
ろ
社
会
的
民
族
的
多
元
性
を
も
っ
た
民
族
国
家
て
あ
る
と
い
う
明

確
で
共
通
し
た
意
識
が
生
七
つ
つ
あ
る
。
本
人
系
タ
イ
入
、
そ
の
他

少
数
民
族
タ
イ
入
、
山
地
民
族
、
南
部
ム
ス
リ
ム
に
関
す
る
研
究
が

い
く
つ
か
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
く
は
、
依
然
と
し
て
い
く
ぶ
ん

包
M
的
で
阿
川
治
安
的
な
見
地
に
忠
っ
て
い
る
。
ー
と
も
あ
れ
、
様
々

な
地
燥
の
代
俗
文
化
へ
の
問
心
が
高
ま
リ
つ
つ
あ
る
n

興
味
あ
る
こ

と
に
は
、
ん
土
問
的
規
開
で
の
バ
ン
コ
ク
建
都
ニ

O
O年
内
小
の
と
り
く

み
が
、
地
方
の

Mm史
家
や
知
識
人
に
吋
し
、
自
分
の
地
械
の
限
史
的

・
社
会
文
化
的
伝
統
を
凶
閉
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
幾
多
の
興
味
あ

る
山
版
物
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
た
。

タ
イ
農
村
の
社
会
附
泣
と
階
級
問
造
に
つ
い
て
は
、
地
方
国
内
徴

悦
請
負
人
や
地
主
等
の
地
万
エ
リ
ー
ト
の
地
俊
史
的
研
究
が
若
干
あ

る
。
し
か
し
現
在
の
農
村
の
エ
リ
ー
ト
や
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究

は
少
な
く
、
組
織
的
な
開
発
努
力
に
否
定
的
に
機
能
す
る
地
版
権
力

附
造
に
問
す
る
研
究
は
さ
ら
に
も
っ
と
少
な
い
。
農
民
層
分
解
に
つ

い
て
は
一
人
的
日
本
人
と
一
人
的
タ
イ
人
の
研
究
に
み
ら
れ
る
よ
う

な
わ
ず
か
の
研
究
し
か
な
く
ま
た
農
村
人
口
の
上
下
的
あ
る
い

は
水
平
的
パ
タ
ー
ン
の
社
会
的
階
層
移
動
に
関
す
る
体
系
的
研
究
は

全
く
な
い
。

3 

価
値
、
世
界
観
、
宗
教

こ
の
項
目
に
つ
い
て
の
文
献
は
も
っ
と
も
多
数
を
山
め
る
も
の
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。
し
か
し
大
部
分
は
調
査
に
も
と
ず
い
た
も
の
で
は

な
い
。
問
、
心
の
対
象
は
、
様
々
な
任
問
的
側
成
と
、
と
く
に
一
九
七

三
年
か
ら
ヒ
六
年
の
問
の
「
正
当
性
の
危
機
し
の
時
則
を
中
心
と
し

た
政
治
的
筒
抜
と
に
お
け
る
仏
教
お
よ
び
そ
の
制
度
の
果
た
す
役
削

に
あ
る
。
社
会
発
展
に
お
い
て
問
内
の
僧
侶
や
仏
教
組
織
の
果
た
す
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役
割
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
他
方
で
は
、
世
界
観
と
社
会
的

価
値
に
対
す
る
恨
強
い
関
心
も
み
ら
れ
る
が
、
そ
こ
で
肱
川
さ
れ
た

ア
プ
ロ
ー
チ
は
ま
だ
十
分
適
切
で
か
つ
動
態
的
な
も
の
と
は
な
っ
て

い
な
い
よ
う
だ
。

最
近
数
年
間
に
、
恵
ま
れ
な
い
弱
者
の
お
か
れ
た
限
械
な
社
会
政

治
的
・
文
化
的
環
境
へ
の
熟
慮
に
も
と
つ
い
て
、
彼
ら
の
付
応
の
形

態
・
機
能
・
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
真
剣
な
研
究
が
あ
ら
わ
れ
た
。

た
と
え
ば
、
歴
史
的
方
法
を
と
り
い
れ
た
い
く
つ
か
の
立
義
深
い
努

力
が
、
国
内
的
に
も
、
ま
た
国
際
的
比
較
の
視
野
を
も
ち
な
が
ら
も

な
き
れ
て
き
て
い
る
。

4

農
村
の
政
治
経
済
、
科
学
・
技
術

農
村
の
程
前
問
題
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
有
誌
な
附
究
が
あ
る

が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
専
門
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
っ
て
い
る
の
前
近

で
は
、
土
地
改
革
局
が
行
な
っ
た
小
部
と
北
部
の
土
地
無
所
有
の
問

題
に
つ
い
て
の
剖
衣
が
あ
る
。
し
か
し
牒
村
内
町
村
の
抗
氏
、
つ
ま
り

農
業
労
働
者
と
小
作
農
に
つ
い
て
の
真
削
目
な
研
究
は
ま
だ
な
い
。

過
去
の
す
べ
て
の
開
発
事
業
と
公
共
投
資
が
ほ
と
ん
ど
こ
の
町
民
府

に
恩
恵
を
お
よ
ぼ
さ
な
か
っ
た
と
い
う
証
拠
は
い
く
つ
か
あ
る
。
彼

ら
の
生
活
問
題
へ
の
対
応
は
、
し
ば
し
ば
成
人
労
働
者
の
移
住
、
お

者
の
郁
市
へ
の
脱
出
、
幼
年
労
働
の
劣
悪
化
な
ど
牒
々
な
形
で
観
察

さ
れ
る
。
こ
う
し
た
対
応
の
パ
タ
ー
ン
や
削
人
と
そ
の
家
族
の
枯
末

に
つ
い
て
の
休
系
的
な
調
査
を
す
る
必
要
性
が
明
確
に
あ
る
。
全
国

に
わ
た
る
股
外
鹿
川
調
脊
に
よ
っ
て
農
外
属
川
の
状
況
に
閲
す
る
知

見
は
向
上
し
て
い
る
の

農
村
の
村
部
経
済
と
悶
民
的
お
よ
び
凶
際
的
政
治
続
出
の
広
い
文

脈
と
の
聞
係
に
つ
い
て
の
開
解
が
進
ん
で
い
る
。
ま
ず
第
一
に
農
村

｜
郁
山
間
係
の
特
定
の
パ
タ
ー
ン
が
農
村
問
題
の
主
要
国
だ
と
み
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第
二
に
、
新
日
開
問
、
機
械
、
農
薬
な
ど
の

技
術
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
民
政
問
家
が
十
分
把
出
し
統
制
下
に
お
か
な

い
限
リ
、
民
村
の
組
織
・
間
取
川
・
健
康
に
百
定
的
影
容
を
お
よ
は
す

結
果
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
第
三
に
は
、
匹
近
ま
で
の
軍
事
廿
把
地
、

農
業
関
連
産
業
、
外
国
援
助
に
よ
る
開
発
事
業
な
ど
外
固
め
影
響
は
、

品
目
白
－

最
近
の
ひ
と
つ
の
例
外
を
除
く
と
、
調
査
の
中
で
ま
と
も
に
注
目
き

れ
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

と
く
に
こ
の
時
則
に
は
、
閥
抗
村
の
紛
争
、
抗
議
、
農
民
運
動
な
ど
、

一
九
七
三
年
卜
川
十
刊

U
の
東
大
な
政
変
以
降
の
大
間
民
的
多
様
な
諸

－M』

現
象
に
閲
す
る
注
目
す
べ
き
研
究
が
あ
る
。
タ
イ
農
村
で
そ
れ
ら
を

免
れ
た
地
肢
は
な
か
っ
た
円
一
万
、
政
治
学
者
の
主
要
な
問
心
の
焦

点
は
依
然
政
治
的
参
加
に
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
定
義
て
は
そ
れ
は
選

挙
形
態
に
の
み
限
定
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
他
万
で
、
こ
の
観
点
の

非
参
加
的
性
的
を
反
行
し
、
単
に
形
式
的
な
参
加
の
政
治
学
か
ら
れ

の
参
加
の
政
治
学
へ
と
関
心
を
移
し
た
人
々
も
い
る
。

5

農
村
組
織

股
付
の
質
問
の
主
凶
の
ひ
と
つ
は
、
し
っ
か
り
し
た
交
沙
能
力
を
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州
制
作
し
う
る
有
効
な
農
民
組
織
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
農

村
の
社
会
文
化
の
「
ル

l
ス
さ
L

と
近
代
的
組
織
形
態
と
が
剛
立
し

う
る
か
百
か
と
い
う
問
題
を
指
摘
す
る
若
干
の
研
究
は
あ
る
が
減
っ

て
き
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
は
、
外
生
的
な
組
織
原
理
と
伝
統
的
な

土
着
的
形
態
と
の
共
存
の
可
能
性
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
中

央
集
権
的
官
僚
制
は
特
定
地
肢
の
生
態
学
的
・
歴
史
的
条
件
を
考
慮

せ
ず
、
州
統
帥
開
化
き
れ
た
組
織
の
形
態
と
原
理
を
お
し
つ
け
る
。
そ
の

う
え
、
制
度
化
さ
れ
た
農
業
協
同
組
合
、
農
民
会
等
の
農
村
組
織
に

対
す
る
煩
雑
な
管
理
の
お
し
つ
け
は
農
民
の
自
発
性
を
硬
直
化
さ
せ

組
織
を
不
活
発
に
す
る
の
で
あ
る
。

他
方
で
、
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
・
ス
カ
ウ
ト
や
民
兵
組
織
な
ど
の
添
市
中
市
中

的
な
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
形
態
で
の
官
製
組
織
・
集
団
が
「
破
壊

分
子
し
に
対
抗
し
て
国
家
の
治
安
を
維
持
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
た

の
は
ま
さ
に
こ
の
時
期
で
あ
る
。
政
治
参
加
へ
の
否
定
的
効
果
に
つ

い
て
の
報
告
知
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
や
は
り
、
タ
イ
人
研
究
者
た
ち

が
、
意
図
的
非
意
図
的
双
方
の
効
果
に
つ
い
て
の
も
っ
と
本
格
的
な

研
究
に
体
系
的
に
従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

6

農
村
の
社
会
政
策
と
開
発
政
策

資
木
主
義
経
済
が
農
村
社
会
に
浸
透
し
、
技
術
変
化
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
が
農
村
住
民
た
ち
に
近
代
的
便
宜
を
与
え
る
に

つ
れ
て
、
自
分
の
子
供
た
ち
に
都
市
的
あ
る
い
は
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ

ー
的
職
業
を
欲
す
る
農
民
の
親
た
ち
が
ふ
え
て
い
る
が
、

こ
の
問
題

’
句
n
r
E

に
つ
い
て
の
調
作
は
き
わ
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。

同
時
々
な
集
凶
や
階
級
に
対
す
る
政
府
の
政
策
の
影
叶
刊
行
力
に
つ
い
て

の
研
究
に
閲
し
て
は
、
健
康
の
分
野
を
除
く
と
、
由
日
村
の
忠
ま
れ
な

い
集
団
、
つ
ま
り
小
良
、
小
作
農
、
土
地
無
農
に
つ
い
て
の
調
先
は

全
く
行
な
わ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
「
際
的
」
集
団
に
対
す
る
政

府
の
政
策
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
農
村
原
則
仰
山
市
中
業
な
ど
政
府

開
発
事
業
の
効
果
に
聞
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
市

裕
層
や
農
村
エ
リ
ー
ト
の
一
族
に
、
よ
り
多
く
の
利
益
を
も
た
ら
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
政
府
の
政
策
の
受
益
の
問
題
は
な
お
一
一
府
組
織
的

な
注
目
が
集
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

大
都
市
！
大
都
市
以
外
、
農
村
！
都
市
、
稲
作
｜
稲
作
以
外
の
職

業
、
等
二
者
間
の
絡
差
が
際
立
っ
て
き
た
た
め
、
一
九
八

O
年
内
農

村
開
発
政
策
研
究
委
貝
会
の
指
導
的
な
学
者
・
技
術
者
の
一
問
、
国

家
経
済
社
会
開
発
庁
の
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
た
ち
、
さ
ら
に
は
台
頭
し

て
き
た
非
政
府
的
開
発
集
囲
内
有
志
た
ち
等
に
よ
っ
て
、
過
去
の
農

村
開
発
政
策
に
対
す
る
真
剣
な
実
制
評
価
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
農
村
社
会
に
対
す
る
近
代
化
の
百
定
的
影
特
に
つ

い
て
の
ま
と
も
な
調
先
は
ほ
と
ん
ど
み
あ
た
ら
ず
、
ム
ー
な
お
、
開
発

に
対
す
る
動
機
づ
け
を
車
問
問
す
る
「
還
元
主
義
的
L

ア
プ
ロ
ー
チ
に

回
執
し
て
い
る
。
農
村
開
発
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
、
た
い
て
い
の

関
係
者
に
と
っ
て
、
外
部
機
関
（
主
と
し
て
政
府
当
局
）
に
よ
る
農

村
住
民
の
生
前
向
上
の
た
め
の
計
倒
的
変
化
を
意
味
し
て
い
る
。
し

か
し
、
い
く
つ
か
の
真
剣
な
調
査
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
過
度
に
集
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権
化
き
れ
た
官
僚
機
情
が
そ
の
内
部
に
相
互
に
競
合
す
る
部
局
を
か

か
え
て
い
る
と
、
そ
れ
が
地
方
レ
ベ
ル
に
お
り
て
一
つ
の
村
の
中
で

【
白
｝

毘
陸
す
る
組
織
を
も
つ
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
農
村
開
発
政
策
的

都
市
偏
向
的
性
格
や
実
質
的
分
権
化
と
改
革
を
欠
く
農
村
開
発
行
政

の
限
界
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
が
、
多
く
の
人
々

は
、
や
は
り
新
し
い
農
村
開
発
計
画
の
要
求
に
則
待
を
か
け
た
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
も
っ
と
切
実
な
関
心
を
も
っ
人
々
に
と
っ
て
農
村

開
発
は
政
府
と
い
う
外
的
機
関
に
よ
る
行
為
以
上
の
こ
と
を
意
味
し

て
お
リ
、
こ
れ
は
非
政
府
的
開
発
組
織
や
自
発
的
組
織
に
よ
る
開
発

と
い
え
ど
も
同
様
な
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
こ
と
は
、
人

々
の
自
助
努
力
は
、
知
識
の
盟
寸
前
な
、
椛
力
を
も
っ
た
外
部
機
関
の

削
桃
な
統
制
か
ら
独
立
し
て
維
持
さ
れ
、
7
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

開
発
問
題
へ
の
反
応
と
し
て
の
農
村
研
究

前
述
の
開
発
問
題
と
関
連
し
て
、
農
村
問
題
の
認
識
の
仕
方
と
、

そ
の
認
識
の
も
ち
主
た
ち
の
当
該
の
問
題
へ
の
と
り
く
み
の
ス
タ
イ

ル
と
に
も
と
つ
い
て
、
農
村
研
究
を
三
つ
の
制
流
に
わ
け
て
示
す
こ

と
が
で
き
る
。

第
一
は
伝
統
的
な
学
問
的
態
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
「
外

部
志
向
的
」
で
あ
り
、
特
定
の
専
門
分
野
の
分
析
に
限
ら
れ
、
外
国

ゆ
ず
り
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
、
そ
の
間
有
の
文
脈
を
ほ
と
ん
ど
考
慮
せ

ず
そ
の
ま
ま
採
用
す
る
。
こ
れ
に
は
公
式
主
義
的
図
式
的
マ
ル
ク
ス

主
義
の
傾
向
も
含
ま
れ
る
。

第
二
は
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
社
会
科
学
で
あ
る
。
こ
れ
は
時
々
、

外
国
顧
問
あ
る
い
は
「
偏
向
な
き
中
立
の
L

国
家
な
ど
の
社
会
科
学

の
潜
花
的
利
用
者
す
べ
て
の
道
具
と
し
て
の
「
価
値
白
山
な
」
社
会
科

学
を
強
調
す
る
。
こ
れ
は
し
ば
し
ば
研
究
と
い
う
職
業
を
知
的
な
利

権
・
あ
さ
り
や
政
治
的
山
世
活
動
に
変
え
て
し
ま
、
7
。
こ
の
潮
流
は
政

治
的
立
場
を
一
揃
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
脱
政
治
化
と
非
参
加
川
上
の

開
発
を
め
ざ
し
て
尽
力
す
る
こ
と
に
な
り
が
ち
で
あ
る
の

伝
統
的
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
の
潮
流
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
潮
流
は
、

若
干
の
点
で
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
し
ば
し
ば
寸
客
観
的
で
価
値
中

立
的
な
L

学
問
的
意
図
せ
ざ
る
結
果
に
対
し
無
頓
着
で
あ
る
と
い
う

点
で
共
通
し
て
い
る
。
結
局
、
こ
の
二
者
は
開
発
過
位
に
対
し
エ
リ

ー
ト
的
に
、
あ
る
い
は
せ
い
ぜ
い
の
と
こ
ろ
、
家
父
民
的
に
接
近
す

る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

第
三
は
新
し
く
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
学
問
的
態
度
で
あ
る
。
こ
の
削

流
は
、
社
会
的
思
考
の
諸
次
元
の
相
互
関
連
性
や
、
過
度
一
に
細
分
化

さ
れ
た
専
門
科
学
や
定
毘
的
科
学
の
問
題
性
な
ど
を
理
解
し
た
お
か

げ
で
、
権
威
の
あ
る
グ
ラ
ン
ド
・
セ
オ
リ
ー
（
誇
大
理
論
）
に
幻
滅

を
感
じ
て
い
る
観
祭
者
た
ち
に
共
通
し
て
み
ら
れ
る
。

研
究
だ
け
が
知
見
の
唯
一
の
源
泉
で
は
な
い
、
と
い
う
理
解
が
高

ま
っ
て
き
た
た
め
、
こ
の
削
流
は
非
正
統
的
、
非
政
府
的
な
宗
教
団

休
や
学
術
集
団
の
間
に
出
．
つ
い
て
い
る
が
、
彼
ら
は
徐
々
に
民
俗
問
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有
の
知
的
体
系
的
重
要
き
に
気
が
つ
き
飴
め
て
い
る
の
さ
ら
に
な
お

彼
ら
は
往
々
に
・
無
視
さ
れ
る
開
発
の
一
局
耐
と
し
て
の
怖
力
問
係
の

重
要
さ
を
も
認
め
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
彼
ら
は
参
加
引
の
開
発
を
提

叫
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
よ
う
な
開
発
は
、
無
力
で
恵
ま

れ
な
い
人
々
も
ま
た
、
白
分
の
生
活
に
影
併
を
与
え
る
諸
制
度
の
作

用
に
対
し
意
思
決
定
怖
を
共
有
す
る
よ
う
な
過
程
を
意
味
し
て
い
る

わ
け
で
あ
る
。

こ
の
三
つ
の
潮
流
・
傾
向
は
必
ず
し
も
全
く
相
互
排
除
的
だ
と
い

う
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
研
究
者
た
ち
が
必
ず
し
も
自
覚
し
て
な

く
と
も
、
ど
れ
か
ひ
と
つ
の
傾
向
が
彼
ら
の
研
究
作
業
の
小
で
優
越

し
て
い
る
可
能
性
は
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

む
す
び
｜
｜
今
後
の
課
題

（
二
知
的
探
究
め
共
通
筒
抜
と
し
て
の
タ
イ
農
村
研
究
は
、
開

発
問
題
か
ら
の
要
請
に
も
と
づ
い
て
、
む
し
ろ
ご
く
最
近
誕
生
し
た

と
さ
え
い
え
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
大
き
な
貢
献
者
と
い
え
ば

松
度
の
差
は
あ
る
が
、
外
国
の
、
と
く
に
ア
メ
リ
カ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、

日
本
の
学
者
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
の
分
野
は
ま
だ
若
く
、
ま
た
内
抗

的
必
然
性
も
あ
る
の
で
、
現
本
は
か
な
り
非
体
系
的
で
非
佐
合
的
な

の
で
あ
る
が
、
今
後
は
我
々
の
開
発
の
ニ

l
ズ
に
照
ら
し
て
、
方
向

転
換
、
一
向
精
築
、
優
先
順
位
化
な
ど
を
必
要
と
し
て
い
る
。
単
に
、

無
反
省
に
苦
舶
を
重
ね
る
だ
け
で
は
、
知
見
は
決
し
て
進
歩
し
な
い

し
、
我
々
が
引
く
な
る
こ
と
も
あ
リ
え
な
い
こ
と
を
し
っ
か
り
開
併

す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
無
反
省
な
状
態
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

共
通
の
知
的
共
同
休
と
い
、
7
認
識
を
共
訂
す
る
こ
と
か
ら
出
発
す
る

必
要
が
あ
り
、
ま
た
例
人
研
究
よ
り
も
共
同
研
究
め
方
が
奨
励
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
。
私
は
タ
イ
農
村
研
究
が
タ
イ
国
に
恨
づ
く
た
め
に

は
‘
こ
れ
ら
が
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

（
一
二
広
い
基
盤
を
も
っ
た
タ
イ
農
村
研
究
を
問
築
す
る
た
め
に

は
、
タ
イ
人
研
究
者
が
書
い
た
も
の
を
含
め
外
国
語
の
若
作
品
を
、

調
売
対
象
と
な
っ
た
母
国
で
も
利
川
可
能
な
形
で
迎
元
し
て
や
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
た
と
え
ば
国
際
的
問
内
的
な
研
究
所
、
研
究

者
間
の
首
尾
よ
く
計
画
さ
れ
た
共
同
研
究
プ
ロ
ヌ
ェ
ク
ト
や
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
、
問
内
外
の
タ
イ
研
究
者
間
の
共
同
相
立
作
川
過
松
を

通
じ
て
な
さ
れ
う
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
犯
は
タ
イ
研
究
め
土
着
化

の
課
題
と
よ
び
た
い
が
、
こ
れ
が
同
時
に
そ
の
本
来
的
国
際
化
を
意

味
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

さ
己
論
争
の
価
値
を
強
調
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
く
に
現

有
は
、

m一
で
全
体
を
包
括
す
る
理
論
を
附
築
し
よ
う
と
努
め
る
よ

り
も
、
多
憾
な
理
論
的
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
発
展
に
対
し
自
覚
的
に
同
一

歩
調
を
と
り
な
が
ら
タ
イ
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。
完
全
に
一

般
的
普
遍
的
に
妥
当
す
る
‘
全
か
無
か
と
い
っ
た
一
元
論
的
理
論
へ

の
要
求
が
存
紅
す
る
の
は
、
タ
イ
農
村
研
究
の
一
一
府
の
発
展
に
と
っ

て
健
全
な
徴
候
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

（
凶
）
開
発
過
日
と
い
う
も
の
が
侠
い
専
門
分
野
に
細
分
化
で
き
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な
い
と
す
れ
ば
、
農
村
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
の
間
連
で
い
え
ば
、
朕

史
的
社
会
科
学
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
と
る
べ
き
で
あ
り
‘
緊
張
、
紛
争
、

利
害
の
多
様
性
等
の
争
点
を
十
分
認
識
す
べ
き
で
あ
る
。
我
々
は
パ

ラ
ダ
イ
ム
に
つ
い
て
の
討
論
と
切
り
結
ば
れ
た
、
学
際
的
な
研
究
と

発
想
と
を
必
要
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
機
会
を
か
リ
て
、
現
紅
ま
で
の
遣
を
桁
い
て
く
れ
た
す
べ
て

の
タ
イ
研
究
者
に
感
謝
を
さ
さ
げ
た
い
。
そ
し
て
こ
の
場
の
全
友
人

た
ら
に
対
し
、
望
ま
し
き
力
向
へ
の
制
圧
理
解
を
め
さ
し
て
を
お
一

閉
め
協
力
を
よ
び
か
け
た
い
。

（
本
防
相
は
、
ス
リ
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ガ
ェ

l
オ
ほ
か
『
タ
イ
限
付
の
社
会
と
文

化

二

九

七

O
I
l
－
九
八
二

l
｜
文
献
制
介
と
解
説
』
に
お
さ
め
ら
れ
た

総
説
の
部
分
の
改
訂
版
で
あ
る
．
出
版
に
際
し
．
チ
ュ
ラ

l
ロ
ン
コ
ン
大
学
悦

会
調
先
研
究
所
の
資
金
助
成
を
・
7
け
た
こ
と
を
深
〈
感
謝
し
た
い
・
）

（
日
本
語
文
献
）

水
野
浩
一
ご
九
八

O
）

（
英
語
文
献
）

〉
ヨ
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。
仁

R
a
z
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n
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E
h
E
3勾
ミ
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円
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匂
芸
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H

‘
、
司
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ヨ
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町
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5
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タ
イ
農
村
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社
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組
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創
文
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長
吉
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E
h
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L
a
h
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（ω
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一
何
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S
E
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m
H
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5

0
E
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玄
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回
言
。
一
。
聞
こ
浸
品
・

（
タ
イ
語
文
献
）

チ
ャ
ヤ
ン
・
ワ
ツ
タ
ナ
ブ

l
s
r
（
一
九
八
一
）
「
人
相
州
市
千
に
釘
け
る
タ
イ
研
究

｜
｜
研
究
動
向
と
社
会
的
事
実
L

『
社
会
刊
小
』
（
チ
ェ
ン
マ
イ
大
学
）
州

l
ニP

チ
ャ
・
ラ

l
ト
チ
ャ

l
イ
・
ラ
ミ
タ

1
ノ
ン
（
一
九
八
開
｝
司
王
峡
此
肢
の
幽
小
説
』

｛
ク
ク
リ
ヴ
ト
・
ブ
ラ
モ

1
ト
‘
ド
ウ
ォ
ン
ド
ゥ
ア
ン
・
ナ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
、

パ
リ
タ

l
tチ
ャ
ル

1
ム
パ
オ
・
コ

l
ア
ナ
ン
タ
ク
ン
の
杭
釈
付
）
チ
ェ
ン
マ

：
【
｝
F
T・－

，1
・1F川河
a
制
恥
S
T
d
r
A
U
M
F

チ
ヤ
テ
ィ
ッ
プ
・
ナ

1
ト
ス
パ
！
こ
九
八
附
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『
地
－

L
に
お
け
る
タ
イ
村
市
川

経
済
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バ
ン
コ
ク
・

ポ
ン
ペ
ン
・
ハ
ン
ト
ゥ
ラ
ク

l
ン
．
ア
ッ
チ
ャ
・
ラ

l
ポ
ン
・
カ
ム
ゾ
ト
ピ
y
サ

7

イ
（
一
九
八
三
）
『
タ
イ
社
会
に
お
け
る
聾
者
間
仰
と
ピ
！
プ
ン
叛
乱
』
パ

・J
コ勿／．

ス
パ

l
ン
・
チ
ャ
ン
タ
ワ

l
ニ
ッ
ト
ほ
か
二
九
八
一
年
）
『
タ
イ
悶
に
お
け

る
〔
脱
字
〕
研
究
の
質
｜
｜
解
説
と
文
献
紹
介
』
バ
ン
コ
ク
（
国
家
教
育
委
只

会
）
・
ス
リ
チ
ャ
イ
・
ワ
ン
ガ
ェ

l
オ
ほ
か
（
一
・
九
八
二
年
）
『
タ
イ
農
村
の
社
会
と

文

化

二

九

七

O
l
一
九
八
一
年
）
｜
｜
文
献
紹
介
と
解
説
』
バ
ン
コ
ク
（
チ

ュ
ラ

l
ロ
ン
コ
ン
大
学
）
・
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な
ど
参
照
）
。

（
叩
）
お
そ
ら
く
集
者
の
念
刊
に
は
次
の
二
論
文
が
あ
る
戸
ス
リ
チ
ャ
イ
・

ワ
ン
ガ
エ
｜
オ
ほ
か
一
九
八
二
年
〈
末
尾
分
献
参
照
V

）。

m坂
敏
雄
「
タ
イ
農
民
府
分
解
の
論
舟
F
L

『
立
命
館
経
済
学
』
二
六
｜

三
一
九
七
七
年
。

チ
ャ
ン
タ
ナ

l
・
パ
ン
バ
シ
リ
チ
ヨ
｜
ト
『
ア
ユ
タ
ヤ
に
お
け
る
小
作

農
と
地
主
の
関
係
隊
式
』
チ
ュ
ラ

l
ロ
ン
コ
ン
大
学
社
会
調
査
研
究
所

一
九
八
一
年
。

（
日
）
さ
し
あ
た
っ
て
は
軍
事
政
権
の
正
当
性
危
険
で
あ
っ
た
が
、
き
ら
に

悶
王
・
国
家
・
仏
教
を
牧
と
す
る
問
休
原
町
（
ラ
ソ
ク
・
タ
イ
）
の
危

機
で
も
あ
り
、
ヒ
六
年
十
月
六
日
の
京
都
ク
ー
デ
タ
ー
が
、
学
生
に
よ

る
王
子
の
侮
辱
を
一
大
U
実
と
し
て
い
た
こ
と
は
良
〈
知
ら
れ
て
い
る
。

（
ロ
）
た
と
え
ば
東
北
郎
・
北
部
・
南
部
に
お
け
る

F
年
五
悶
運
動
の
形
を

と
っ
た
良
氏
叛
乱
「
ピ

l
・
プ
ン
L

の
研
究
な
ど
が
そ
の
例
と
み
ら
れ

る
。
州
都
文
献
で
は
た
と
え
ば
次
が
あ
る
。

，b
朴
什
米
総
「
タ
イ
に
お
け
る
「
年
ド
ぃ
阿
述
動
に
つ
い
て
し
『
京
市
ア
ジ

ア
研
究
』
一

O
1三
一
九
七
二
年
。
文
末
文
献
の
｛
↓
巳
コ
ロ
ロ
自
己

↓白

E
Z
5宏
）
は
タ
イ
を
合
む
京
市
ア
ジ
ア
各
悶
の
事
例
を
お
さ
め

て
い
る
。

（
日
）
お
そ
ら
く
次
を
さ
す
。
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M
）
来
者
自
身
が
真
剣
な
調
従
者
で
あ
る
。
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『
ロ
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・
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D
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z
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E
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Z
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芝
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H
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H
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H
b
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q
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E
h
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目
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g－
宍
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0
7

穴
玄
ロ
コ
ロ
宵
白
除
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－

mE同】ロロ
Y
白『白・↓口｝向日、
D
－
H

由∞印

（
日
）
次
が
念
一
聞
に
あ
る
の
だ
ろ
・
7
か。

話
回
同
白
百
｝
8
3
0
Z
mロ｝内
E
一－

U3Eq
灼
q
r
n
h
h
q＼
n
S
H
h
b
E丸
、
同
詰
向
hwdhHS

D
3
5町
叶
w
d
z
h一言、苦白』
Hロ
ミ
ロ
＼

hE司
み
句
、
白
コ
ミ
目
的
ー
さ
円
安
、
町
三

』
仕
向
。
SHHW、b
～
河
内
h
k
S叫口＼

u
d
bた白苫
hH（H甲町（）
l
H
U∞
口
）
・
切
白
口
問
r
D
r－

HU∞ω
 

（M
W

」
邦
文
で
は
た
と
え
ば
次
が
あ
る
（
ス
リ
チ
ャ
イ
ほ
か
一
九
八
二
年
）
。

村
叫
英
治
「
じ

0
年
代
に
お
け
る
タ
イ
終
日
バ
迎
動
の
展
開
L

『
ア
ジ
ア

続
出
』
一
一
一
｜
二
、
一
九
八

O
年
。
北
原
「
現
代
タ
イ
良
民
運
動
の
新

し
い
動
向
」
『
Mm史
許
論
』
三
一
九
一
九
七
六
年
。

（
打
）
た
と
え
ば
民
主
主
義
的
原
則
ん
と
共
間
体
的
平
等
参
加
組
織
と
が
両
立

し
あ
う
よ
う
な
こ
と
を
き
す
の
で
あ
ろ
う
。
（
チ
ヤ
テ
ィ
ッ
プ
・
ナ

l

ト
ス
パ

l

一
九
八
凶
年
）
に
は
こ
の
よ
う
な
与
え

H
が、
7
か
が
わ
れ

る。

（
問
）
間
五
が
一
九
じ
一
年
に
創
設
し
た
主
主
問
問
伐
の
ん
L
間
的
な
、

Hn郎
に

も
広
〈
蛇
H

足
し
て
い
る
大
衆
組
織
で
あ
り
、
問
主
の
彩
鴨
川
力
の
強
い
同

町

An附
削
除
が
主
将
し
、
実
業
家
・
商
人
の
前
付
を
多
仰
に
受
け
て
い
る
円

ラ
！
？
六

m－
主
が
官
僚
勢
力
に
対
抗
し
て
作
っ
た
観
術
隊
組
織
ル

l
ク

・
ス
ア
（
英
訳
ボ
｜
イ
・
ス
カ
ウ
ト
）
に
ち
な
む
。

（
円
）
一
九
じ
九
年
首
相
命
令
に
よ
リ
軍
事
－

R
自
然
・
開
発
問
係
の
半
官
製

組
靴
、
間
休
を
統
合
し
て
作
っ
た
組
織
で
、
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
育

と
軍
事
訓
練
を
れ
村
住
民
に
対

L
て
は
ど
こ
し
て
い
る
の
軍
部
主
導
の

聞
休
明
碍
持
組
織
で
あ
り
、
正
式
名
作
は
「
タ
イ
口
氏
問
問
土
防
術
隊
L

で

あ
る
。
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（初）

f
弟
だ
け
の
移
住
て
は
な
い
が
．
東
北
食
付
の
H
W
住
労
例
を
撚
っ
た

次
は
参
巧
に
な
る
。

↓
・
0

司
E
一
一
巾
『
ミ
ミ
－
〉
UEE百九旬。＝＝＝へ
H
U
H
－で司九百吉、
z
q
w
H
～HM
『〉
A
E
Aミ、ど

U
E
E
白
』
九
白
忠
良
－
切
白
口
問
r
D
r
H
U
∞
ω

（
幻
）
開
発
に
と
も
な
う
地
政
川
‘
階
府
間
焔
並
庄
の
附
聞
は
問
家
レ
ベ
ル
で

も
問
題
と
さ
れ
、
第
四
次
経
済
社
会
開
発
剖
阿
ご
九
七
七
｜
八
こ

の
剖
凶
作
に
も
是
正
策
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

（
幻
）
社
会
情
遣
や
制
度
的
要
凶
を
抗
日
旭
町
し
、
閉
人
の
な
欲
や
企
業
心
に
還

一
花
す
る
行
動
科
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
e

（
幻
）
食
付
レ
ベ
ル
で
は
‘
内
務
省
、
農
務
省
、
総
理
府
な
ど
の
終
村
、
食

業
政
策
が
町
一
慢
し
が
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
次
を
参
附
。

－tum幹
庇
「
タ
イ
の
於
村
開
発
行
政
と
地
力
分
権
化
」
『
ア
ジ
ア
特
例
』

二
五
l
八
、
一
九
八
凶
年
。
惰
本
市
「
タ
イ
の
地
万
行
政
と
食
付
開

発
」
『
ア
ジ
ア
経
済
』
二

ru－
－

o、
一
九
八
側
四

（
M
）
筆
者
自
身
、
「
農
村
研
究
を
過
し
て
悶
主
体
の
上
か
ら
の
開
発
で
な

〈
、
約
十
の
似
レ
ベ
ル
の

F
か
ら
の
開
発
こ
そ
重
要
だ
と
訴
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
若
手
研
究
者
の
集
ま
リ
「
も
う
ひ
と
つ
の
発
展
を
目
指
十
研

究
集
凶
』
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
る
」
（
『
何
日
桁
川
』
人
卜
字
路
〉

一
九
八
五
年
六
月
二
凶
日
）
。

（
お
）
こ
こ
で
い
う
「
外
部
L

i

r
－
は
股
村
住
民
に
と
っ
て
外
的
な
問
家
機
関
、

政
府
機
関
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
‘
よ
り
広
く
は
外
問
（
文
化
の
無
批
判

な
愉
入
）
を
も
き
す
も
の
と
み
ら
れ
る
。

（
お
）
米
国
山
文
献
の
、
ス
リ
チ
ャ
イ
ほ
か
二
九
八
二
年
）
も
そ
の
試
み
の

ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

訳
者
後
記

十
中
間
は
一
九
八
例
年
八
川
二
二
｜
二
例
日
に
バ
ン
コ
ク
で
開
削
附
さ

れ
た
「
国
際
タ
イ
研
究
砂
子
会
」
（
↓

z－
コ
戸
巾
ヨ
白
ロ
O
D
白
一
円
O
ロ『叩『巾コ円冊

。
コ
↓

E
↑

ω
E忌
冊
目
）
に
同
町
山
き
れ
た
英
文
論
文

ω
R
E
M－
白
邑

ロロ一

E
『
巾
ヨ
河
口
「
色
↓
z
g一回口巳（戸田吋（〕
l
H
ω
∞品）－

nc『「巾
H
d

円
↓
『
印
コ
乱
明

白
E
E
5
nロ
ロ
ロ
明
を
制
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

杉
之
原
教
M
M
と
ス
リ
チ
ャ
イ
先
生
と
は
、
と
く
に
一
九
八

O
年
の

共
同
研
究
「
日
夕
イ
社
会
情
遣
の
比
校
研
究
L

（
文
部
省
お
よ
び
間

際
交
流
基
金
助
成
）
を
通
じ
て
、
杉
之
原
教
授
の
小
部
タ
イ
、
東
北

タ
イ
農
村
の
観
察
調
作
：
ス
リ
チ
ャ
イ
先
生
（
ブ
ラ
サ
｜
ト
・
ヤ
ム

ク
リ
ン
プ
ン
教
授
、
テ
ィ
ラ
ウ
ェ
ー
ト
・
プ
ラ
ム
ア
ン
ラ
ッ
タ
カ
｜

ン
助
教
段
に
同
行
）
の
兵
附
川
町
山
引
町
、
神
戸
市
の
食
付
や
邸
郊
の

調
貨
を
行
な
う
巾
・
で
純
交
を
結
ん
だ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ス
リ
チ
ャ

イ
先
生
は
一
九
八
五
年
の
問
立
民
政
学
博
物
館
中
什
只
研
究
日
と
し
て

の
滞
夜
中
に
、
裕
一
附
を
巾
し
山
て
干
さ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
多
忙
の

た
め
果
た
せ
ず
、
北
原
に
上
記
英
文
論
文
の
制
訳
叫
殺
を
託
し
て
川
町

凶
さ
れ
た
。

制
訳
は
下
訳
を
則
的
が
行
会
い
、
北
原
か
校
訂

L
‘

U
本
の
読
ιれ

や
研
究
者
の
た
め
に
訳
注
を
付
し
た
。
原
文
は
必
ず
し
も
山
花
鴫
な
光

成
文
で
は
な
い
た
め
、
部
分
的
に
補
足
し
た
り
、
窓
訳
す
る
問
所
も

あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
恥
低
限
に
と
ど
め
た
n

原
文
の
性
刊
川
上
そ
う
し

た
件
以
術
的
な
訂
正
問
所
の
明
不
は
避
け
た
。
ス
リ
チ
ャ
イ
先
生
の
発

恕
と
ス
タ
イ
ル
は
い

h
，
お
う
別
解
し
て
い
る
つ
も
り
で
は
あ
っ
た
が
、

な
お
か
つ
不
鮮
明
な
部
分
が
何
ケ
所
か
あ
る
の
そ
れ
ら
を
問
い
あ
わ

せ
た
が
、

A
ー
の
と
こ
ろ
返
答
が
な
い
の
で
、
で
き
る
限
リ
、
訳
注
で
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北
原
の
川
地
用
的
解
釈
を
入
れ
て
お
い
た
”

ス
リ
チ
ャ
イ
先
生
の
実
践
的
附
究
M

眠
、
社
会
学
校
は
、
そ
の
ナ
シ

ョ
ナ
ル
な
社
会
科
同
小
柄
築
の
熱
意
と
と
も
に
、
行
間
に
あ
ふ
れ
て
ね

り
こ
れ
以
上
の
解
説
は
必
要
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
践
的
社
会
午
行

杉
之
原
教
校
に
附
る
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。

訳
者
北
原
淳
（
神
戸
大
学
文
学
部
助
教
授
）

野
崎
敏
郎
（
神
戸
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
）
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